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本説明会及び資料の内容には、
将来に対する見通しが含まれていることがあります。
しかし、実際の業績は、さまざまな状況変化や要因により、
これらの見通しと大きく異なる結果となり得ることがあり、
何らの保証やコミットメントを与えるものではありません。
ご了承下さい。
また、本資料の無断転載はお断りいたします。



第2四半期ハイライト

代表取締役 社長執行役員

細川 知正



Nippon Television Network Corporation

第2四半期ハイライト

 連結は増収増益

 単体は減収増益



決算概況

取締役 執行役員 経理局長

能勢 康弘



Nippon Television Network Corporation

連結損益

Nippon Television Network Corporation

（単位：百万円）

2009年度
7‐9月期

2010年度
7‐9月期

増減率
（％）

売上高 75,226 72,117 △4.1

営業利益 3,481 3,556 2.2

経常利益 4,258 4,762 11.8

四半期純利益 2,593 1,883 △27.4

2009年度
4‐9月期

2010年度
4‐9月期

増減率
（％）

売上高 144,313 144,972 0.5

営業利益 8,200 11,703 42.7

経常利益 10,335 17,223 66.6

四半期純利益 6,469 9,236 42.8
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Nippon Television Network Corporation

2009年度
4‐9月期

2010年度
4‐9月期

増減率
（％）

売上高 129,313 126,321 △2.3

営業利益 8,773 9,116 3.9

経常利益 10,612 13,483 27.1

四半期純利益 5,534 6,865 24.0

単体損益

Nippon Television Network Corporation

（単位：百万円）

２

2009年度
7‐9月期

2010年度
7‐9月期

増減率
（％）

売上高 67,566 63,076 △6.6

営業利益 3,347 1,903 △43.2

経常利益 4,023 2,598 △35.4

四半期純利益 1,451 617 △57.4



Nippon Television Network Corporation

2009年度
4‐9月期

2010年度
4‐9月期

比較
増減率

（％）

放送収入 98,989 101,891 2,901 2.9

タイム 55,313 53,088 △2,225 △4.0

スポット 43,676 48,802 5,126 11.7

放送収入－単体－

Nippon Television Network Corporation

（単位：百万円）

３

2009年度
7‐9月期

2010年度
7‐9月期

比較
増減率

（％）

放送収入 48,870 49,371 500 1.0

タイム 28,306 26,705 △1,600 △5.7

スポット 20,564 22,666 2,101 10.2



Nippon Television Network Corporation

事業収支

収入 費用

イベント 3,584 3,241

BS、CS、CATV他 2,462 1,296

ライツ（国内） 1,569 566

ライツ（海外） 255 87

通販 5,512 4,894

出版 323 268

映画 3,492 3,136

VODほか 590 603

その他 16 254

合計 17,803 14,346

（単位：百万円）
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2010年度 4‐9月期



Nippon Television Network Corporation

番組制作費－単体・管理ベース－

Nippon Television Network Corporation

（単位：百万円）

2009年度 4‐9月期 2010年度 4‐9月期 比較 増減率（％）

47,182 48,019 837 1.8

2009年度 7‐9月期 2010年度 7‐9月期

23,922 24,347 424 1.8
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Nippon Television Network Corporation

設備投資と減価償却

Nippon Television Network Corporation

（単位：億円）

2010年度 4‐9月期 設備投資額 減価償却費

連結 25 40

単体 22 36

2010年度予想 設備投資額 減価償却費

連結 52 91

単体 45 82
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＊通期予想は据え置いています



Nippon Television Network Corporation

セグメント別－実績と予想－

通期予想 ｺﾝﾃﾝﾂﾋﾞｼﾞﾈｽ 不動産賃貸 その他 調整額 連結FS

売上高 288,300 6,800 2,800 ‐4,400 293,500

営業費用 264,460 4,960 2,780 ‐4,400 267,800

営業利益 23,840 1,840 20 － 25,700

4‐9月期実績 ｺﾝﾃﾝﾂﾋﾞｼﾞﾈｽ 不動産賃貸 その他 調整額 連結FS

売上高 142,580 3,419 1,743 ‐2,770 144,972

営業費用 131,786 2,545 1,707 ‐2,770 133,268

営業利益 10,794 873 35 － 11,703

（単位：百万円）
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＊通期予想は据え置いています



営業戦略
コンテンツ事業戦略

業績予想

代表取締役 社長執行役員

細川 知正



Nippon Television Network Corporation

営業 実績と見通し－タイム－

Nippon Television Network Corporation

ﾀｲﾑ 2009年度 2010年度

7月 △13.5% △2.9%

8月 △26.8% △5.1%

9月 △9.8% △8.8%

上期 △17.1% △4.0%

（％）
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Nippon Television Network Corporation

営業 実績と見通し－スポット－

Nippon Television Network Corporation

ｽﾎﾟｯﾄ 2009年度 2010年度

7月 △5.2% 13.5%

8月 △2.2% 13.2%

9月 3.6% 4.5%

上期 △7.3% 11.7%

（％）
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Nippon Television Network Corporation

日テレ映画

Nippon Television Network Corporation

作品名 公開 配給 備考

借りぐらしの
アリエッティ

7月17日 東宝 ｽﾀｼﾞｵｼﾞﾌﾞﾘ新作。企画/脚本：宮崎駿、監督：米林宏昌

幹事
作品 ＢＥＣＫ 9月4日 松竹 水嶋ﾋﾛ､佐藤健らが出演｡人気ｺﾐｯｸ原作の青春ｽﾄｰﾘｰ

幹事
作品 君に届け 9月25日 東宝 人気ｺﾐｯｸを実写映画化。高校生の恋と友情描いた作品

インシテミル
7日間のデス・ゲーム

10月16日 ワーナー・
ブラザース

ﾎﾘﾌﾟﾛ50周年企画。藤原竜也、綾瀬はるからが出演
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Nippon Television Network Corporation

日テレ映画

Nippon Television Network Corporation

作品名 公開 配給 備考

幹事
作品 マザーウォーター 10月30日 ｽｰﾙｷｰﾄｽ 「かもめ食堂」ﾁｰﾑが製作する第4弾。舞台は京都

幹事
作品 ゴースト

11月13日
公開

ﾊﾟﾗﾏｳﾝﾄ
松竹

松嶋菜々子、ｿﾝ･ｽﾝﾎﾝらが出演。
1990年｢ｺﾞｰｽﾄ ﾆｭｰﾖｰｸの幻｣のﾘﾒｲｸ版

幹事
作品 ＧＡＮＴＺ 前編

1月29日
公開

東宝
映像化不可能と言われた超人気ｺﾐｯｸが実写映画に
二宮和也、松山ケンイチらが出演。春に後編公開予定

幹事
作品

太平洋の奇跡
‐ﾌｫｯｸｽと呼ばれた男‐

2月11日
公開

東宝
太平洋戦争終了後もｻｲﾊﾟﾝ島にとどまり、ｱﾒﾘｶ軍を
悩ませた日本兵たちがいた。竹野内豊、唐沢寿明出演
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Nippon Television Network Corporation

日テレ通販

Nippon Television Network Corporation

日テレ通販 4‐9月期売上ﾍﾞｽﾄ５

2009年度
4‐9月期

2010年度
4‐9月期

収入 5,199 5,510

収支（利益） 610 618

（単位：百万円）

■ 増収増益 昨年度を上まわる実績

・系列局､BS日ﾃﾚ等での放送時間拡大

・売れ筋商品の発掘（ｶｰﾅﾋﾞ､限定ﾊﾞｯｸﾞ）

・レギュラー番組のほか特別番組が好調

｢みのもんたの売れるにはﾜｹがある！｣

第2四半期 収入・収支比較

■ 今後の戦略

・ 系列局等での番組展開進め放送枠を確保

・ ﾚｷﾞｭﾗｰ番組､特番制作 一層の充実

（ｽﾀｼﾞｵMCとの連関､ｵﾘｼﾞﾅﾘﾃｨｰある番組）

・ 顧客満足度の向上

(ex. ｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞ金額に応じたﾎﾟｲﾝﾄ付与等)
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Nippon Television Network Corporation

ＶＡＰ

Nippon Television Network Corporation

（単位：百万円）

2009年度
4‐9月期

2010年度
4‐9月期

比較 増減率(%)

売上高 89,29 10,094 1,165 13.0

営業利益 △1,527 222 1,749 －

原価率 89.2% 74.1% － －

今期の特徴

増収要因

• VAPに販売委託のﾄｲｽﾞﾌｧｸﾄﾘｰ 強力ｱｰﾃｨｽﾄの作品相次いで発売 ➪売上前年同期比1.8倍
• 日ﾃﾚ映画｢BANDAGE｣､日ﾃﾚﾄﾞﾗﾏ｢怪物くん｣､｢ﾎﾀﾙﾉﾋｶﾘ｣販売好調

増益要因

• 売上原価率の低減

• VAP本体のMG償却、印税率､制作費が減少

今後の見通し

• 12月Mr.Childrenｱﾙﾊﾞﾑ発売予定､BUMP OF CHIKEN､ｹﾂﾒｲｼ､ゆずも下期にCD発売予定
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Nippon Television Network Corporation

業績予想と前提

Nippon Television Network Corporation

（単位：百万円）

通期 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

連結 293,500 25,700 31,700 18,600

単体 258,000 21,900 26,300 15,200

＊業績予想並びに前提については2010年7月29日に開示したものを据え置きました
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下期 通期

放送収入 △1.9% 0.2%

タイム △5.0% △5.0%

スポット 1.8% 6.6%

制作費 △6.1% △1.7%

放送収入（タイム/スポット別）と制作費の前提

2010年度業績予想



編成戦略

取締役 副社長執行役員

舛方 勝宏



Nippon Television Network Corporation

視聴率－2010年・年度上半期－

Nippon Television Network Corporation

ﾌﾟﾗｲﾑ帯は年度15回ﾄｯﾌﾟ獲得と好調
（昨年度は通期で10回）
T層､F2層を中心に確実にｺｱ視聴率ｱｯﾌﾟ

ｸﾗｲｱﾝﾄからの評価が高いﾀｲﾑﾃｰﾌﾞﾙに

2010年 年度上半期(2010/03/29～2010/10/03)視聴率
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NTV TBS CX EX TX

全日 7.9 6.4 8.2 7.2 2.8

② ④ ① ③ ⑤

プライム 12.1 9.6 12.5 11.8 5.8

② ④ ① ③ ⑤

ゴールデン 11.9 9.3 12.5 11.2 6.0

② ④ ① ③ ⑤

ノンプライム 6.7 5.6 7.0 5.9 2.0

② ④ ① ③ ⑤

上期まとめ

上期ﾄﾋﾟｯｸｽ

制作費の効率的運用
 ﾚｷﾞｭﾗｰ番組強化で世帯視聴率ｱｯﾌﾟ

視聴者層の体質改善
上記3ﾃｰﾏを同時達成
ﾄﾞﾗﾏ枠好調

強力な週末番組が更にﾊﾟﾜｰｱｯﾌﾟ



Nippon Television Network Corporation

視聴率－7月ｸｰﾙ ｢ﾌﾟﾗｲﾑ帯｣首位－

Nippon Television Network Corporation

NTV TBS CX EX TX NHK HUT

全日 8.0 6.2 8.1 7.1 2.8 6.5 41.2

② ④ ① ③ ⑤

プライム 12.4 9.2 12.2 11.3 5.8 9.6 61.1

① ④ ② ③ ⑤

ゴールデン 12.2 9.0 12.3 10.7 6.0 10.9 62.3

② ④ ① ③ ⑤

ノンプライム 6.7 5.4 7.0 5.8 1.9 5.6 35.5

② ④ ① ③ ⑤

7月ｸｰﾙ(2010/06/28～2010/10/03)平均視聴率
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Nippon Television Network Corporation

10月期改編ﾃｰﾏ

• ｺｱ視聴率ｱｯﾌﾟ
• 世帯視聴率ﾄｯﾌﾟ奪還

①弱点強化

■金曜ｽｰﾊﾟｰﾌﾟﾗｲﾑ
• 今後｢ｵﾘｼﾞﾅﾙ新作ｿﾌﾄ｣を次々と放送の予定
•話題性の高いｽﾍﾟｼｬﾙ枠のｲﾒｰｼﾞをPR➪視聴習慣の獲得を第一目標に

■19時台番組､ﾍﾞﾙﾄ番組
•企画の強化､演出面で立て直し中➪着実に視聴者へ浸透図る

①弱点強化
②新たなﾁｬﾚﾝｼﾞ

*11/5放送10.4 %*10/29放送 11.7%
｢さんま&所の世の中を
動かしているのは誰だ会議｣

18



Nippon Television Network Corporation

10月期改編ﾃｰﾏ

②新たなﾁｬﾚﾝｼﾞ

■ﾃｰﾏ性を持った｢ｳｨｰｸ展開｣
11/1～11/7｢ｼｱﾜｾ食卓週間｣➪ｸﾗｲｱﾝﾄからも高評価

■番組の｢ﾃﾞｼﾞﾀﾙ武装｣
ﾃﾞｰﾀ放送充実､SNS等ﾈｯﾄとの融合､ﾃﾞｼﾞﾀﾙ担当部署と番組の連携強化

■ｸﾗｲｱﾝﾄﾆｰｽﾞの取り込み
新規ﾋﾞｼﾞﾈｽへの展開を目的とする番組編成

■年末年始､春の期末期首
恒例の特番に加え､新規特番を開発

■番組配信
ﾄﾞﾗﾏ連動の形で配信を積極的に検討

●年間・年度視聴率
見えてきた首位局の背中
レギュラー番組の底上げと特番の開発

●制作費
引き続き効率的な運用
期初予想の範囲で攻めの制作費投入も

*｢食卓ｼｱﾜｾ週間｣

*最新ﾃﾞｼﾞﾀﾙ情報を紹介
月曜25時29分～｢icon｣

19



Nippon Television Network Corporation

新規事業への取り組み

2010年7月
｢広告以外の収入拡大」、「新規事業の創出」、

「ｸﾞﾙｰﾌﾟを含めた社員のﾋﾞｼﾞﾈｽﾏｲﾝﾄﾞの醸成｣

を目的とした事業計画を公募

ｲﾝｷｭﾍﾞｰｼｮﾝ企画3件のﾄﾗｲｱﾙ開始

既存ﾋﾞｼﾞﾈｽﾓﾃﾞﾙ(ﾌﾗｯｼｭﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞｻｰﾋﾞｽ)に
ﾃﾚﾋﾞ×ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ×ｸｰﾎﾟﾝﾁｹｯﾄという
新しい形を創出し､ﾕｰｻﾞｰ･ｸﾗｲｱﾝﾄﾆｰｽﾞ対応

➪ｸﾞﾙｰﾌﾟ各社含め750件の応募
➪早期ｻｰﾋﾞｽ開始が可能な3件

｢ﾋﾞｼﾞﾈｽﾄﾗｲｱﾙ｣案件として事業･ｻｰﾋﾞｽ開始

*ﾌﾗｯｼｭﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞｻｰﾋﾞｽ
webｻｲﾄ上で制限時間内に事前設定された
最低販売枚数をｸﾘｱすれば割引ﾁｹｯﾄの売買が成立

■日ﾃﾚ ぐるﾁｹ

番組連携などの企画・ｻｰﾋﾞｽを展開

1万人規模の集客も視野に

飲食ﾁｪｰﾝ､ｺﾝﾋﾞﾆ､ﾃｰﾏﾊﾟｰｸ、家電量販店等
とﾀｯｸﾞを組み、ﾁｹｯﾄ発行の想定
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Nippon Television Network Corporation

新規事業への取り組み開始

携帯端末
2台に1台が｢ｽﾏｰﾄﾌｫﾝ｣との予測も
ｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞ力を活かしてｱﾌﾟﾘﾋﾞｼﾞﾈｽに参入

➪日ﾃﾚｸﾞﾙｰﾌﾟで制作・販売する
ｱﾌﾟﾘのﾎﾟｰﾀﾙ機能を持つ｢日ﾃﾚｱﾌﾟﾘ｣の立ち上げ

社内に「ｱﾌﾟﾘ編成ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ」を結成
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄがｱﾌﾟﾘに関する「編成部」機能を持ち、
日ﾃﾚｸﾞﾙｰﾌﾟ内のｱﾌﾟﾘについての情報集約と
戦略決定を行う

ｱﾌﾟﾘ企画を社内外に広く募集
ﾃﾚﾋﾞ･番組ｺﾝﾃﾝﾂ連動だけにとらわれない、
魅力あるｱﾌﾟﾘの制作・販売を行っていく予定｡
また、ﾃﾚﾋﾞ番組と連動した
ﾚｺﾒﾝﾄﾞ(推奨)ｻｲﾄの事業化についても積極的に検討

便利

楽しい
アプリ

ポータル

■日ﾃﾚ ｱﾌﾟﾘ
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次頁から
補足資料です



Nippon Television Network Corporation

スポット業種別売上シェア（4‐9月）

Nippon Television Network Corporation

2010年度 4‐9月期 シェア 増減率(%) 2009年度 4‐9月期 シェア 増減率(%)

1 化粧品・トイレタリー 12.8 45.2 化粧品・トイレタリー 8.9  △ 8.3

2 輸送機器 7.1 28.7 電気機器 8.6  7.1

3 薬品 7.0 △ 2.5 運輸・通信 7.9  5.4

4 アルコール飲料 7.0 △ 3.4 非アルコール飲料 7.6  △ 10.7

5 電気機器 6.7 14.3 アルコール飲料 7.2  △ 11.4

6 運輸・通信 6.7 20.6 輸送機器 7.0  △ 10.0

7 サービス 5.7 7.3 薬品 7.0  △ 1.3

8 非アルコール飲料 5.7 10.7 サービス 4.9  △ 8.5

9 映画・演劇興行 5.1 △ 7.6 映画・演劇興行 4.9  7.4

10 金融・保険業 4.4 7.8 金融・保険業 4.8  △ 10.5

その他 31.4  9.7 その他 31.2  △ 19.1

100.0  合計 100.0 
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スポット業種別売上シェア（7‐9月）

Nippon Television Network Corporation

2010年度 7‐9月期 シェア 増減率(%) 2009年度7‐9月期 シェア 増減率(%)

1 化粧品・トイレタリー 10.5 30.9 電気機器 9.2 25.1

2 輸送機器 7.8 34.4 運輸・通信 9.0 19.5

3 薬品 7.3 12.4 化粧品・トイレタリー 7.4 △ 16.1

4 運輸・通信 6.8 10.3 輸送機器 6.9 △ 19.4

5 電気機器 6.5 33.2 非アルコール飲料 6.4 △ 10.2

6 アルコール飲料 6.3 △ 6.7 薬品 6.2 △ 9.0

7 サービス 6.1 6.8 アルコール飲料 5.8 △ 19.7

8 映画・演劇興行 5.7 △ 15.4 映画・演劇興行 5.8 26.3

9 非アルコール飲料 5.3 30.1 金融・保険業 5.0 △ 17.4

10 金融・保険業 4.9 26.3 サービス 4.8 △ 20.6

その他 32.2 1.9 その他 33.6 △ 19.0

合計 100.0 合計 100.0 
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2010年度経営方針




